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　新
議
事
堂
は
新
庁
舎
３
階
へ
と

移
り
、
新
た
な
歴
史
が
始
ま
り

ま
す
。
活
発
な
議
論
を
推
進
す

る
た
め
の
対
面
式
の
議
場
と
最
新

の
情
報
機
器
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
効
率
的
で
開
か
れ
た
議
会

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
た
ち
が

培
っ
て
き
た
崇
高
な
志
を
新
議
事

堂
に
引
き
継
ぎ
、
町
民
に
信
頼

さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

【傍聴席】【傍聴席】

鞍手町議会鞍手町議会新

議長席

執行部側

傍聴席
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※傍聴を希望される方は、階段またはエレベーターで３階まで上

られた後、受付をされてから矢印の方向へお進みください。

３階

エレベ

ーター

議員側



1212 月定例会月定例会
令和 6 年度の補正予算等を審査する令和 6 年度の補正予算等を審査する

3・6・9・12 月に開催される定例会のうち、

12 月定例会の内容をお届けします。

12 月定例会は、主に今年度の補正予算につ

いて審査しました。

1212 月定例会の流れ月定例会の流れ

本
会

議

01

本
会

議

02
本

会

議

03

委
員

会

04

委
員

会

05

本
会

議

06

本
会

議

07

議案の上程

町長による議案の提案説明　１２/４  ㊌

議案質疑　１２/１１ ㊌
提案された議案に対し、議員が質疑を行い
付託委員会を決定（関連４～５ページ）

民生産業委員会　１２/１２ ㊍
付託された議案を審査

総務文教委員会　１２/  １３  ㊎
付託された議案を審査

一般質問　１２/９  ㊊　   （  休  会　１２/１０  ㊋   ）
議員が町政全般にわたって質問し、町の
見解を問う（関連記事６～１２ページ）

委員会審査報告　１２/１７  ㊋
各常任委員会での審査結果を委員長が報告

本
会

議

08

質疑・討論　１２/１７  ㊋
委員長報告に対し、議員が質疑・討論（賛
成・反対）を行う（関連４ページ）

採決　１２/１７  ㊋
議案の可否を決める（関連５ページ）

ＧＳＧ議 案 質 議

今回の議案を
厳しく
チェック

鞍
手
町
課
室
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

原案
否決

ＱＡ
新
し
い
係
を
つ
く
る
以
上
、
相
応

新
し
い
係
を
つ
く
る
以
上
、
相
応

の
業
務
を
持
た
せ
る
べ
き
で
は
な

の
業
務
を
持
た
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
秘
書
業
務
の
み
の
移
管
で
は
意
味

い
か
。
秘
書
業
務
の
み
の
移
管
で
は
意
味

が
な
い
よ
う
に
思
う
が
。

が
な
い
よ
う
に
思
う
が
。

秘
書
に
は
様
々
な
情
報
が
集
ま

っ
て
き
ま
す
。
広
報
係
と
ひ
と

つ
と
な
る
こ
と
で
、
町
民
の
方
々
に
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
活
用
で
素
早
く
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
は
も
っ
と
多
様
な
業
務
へ
展

開
も
考
え
ら
れ

る

こ

と

か

ら
、

今
回
の
内
容
と

し
て
い
ま
す
。

Ａ
町
長
・
副
町
長
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

町
長
・
副
町
長
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
対
外

管
理
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
対
外

的
な
文
書
の
作
成
等
多
く
の
業
務
を
担

的
な
文
書
の
作
成
等
多
く
の
業
務
を
担

っ
て
い
る
秘
書
と
広
報
を
ひ
と
つ
に
す

っ
て
い
る
秘
書
と
広
報
を
ひ
と
つ
に
す

る
こ
と
に
よ
っ

る
こ
と
に
よ
っ

て
、
情
報
発
信

て
、
情
報
発
信

能
力
が
向
上
す

能
力
が
向
上
す

る
と
は
思
え
な

る
と
は
思
え
な

い
が
。

い
が
。

現
在
、
町
の
情
報
発
信
は
Ｈ
Ｐ

と
広
報
誌
で
１
名
の
職
員
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
情
報

発
信
が
弱
く
、
当
町
の
こ
と
を
よ
く
知

ら
な
い
方
も
多
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
秘
書
広
報
係
と
し
て
独
立
さ
せ

３
名
体
制
と
し
、
相
互
に
主
た
る
業
務

議会だよりくらて № 149 Ι４
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秘
書
が
広
報
と
一
体

と
な
っ
て
も
、
町
の
情

報
発
信
の
強
化
に
繋
が

る
と
は
考
え
に
く
く
、

ま
た
新
た
な
係
を
新
設

す
る
な
ら
ば
、
相
応
の

業
務
を
担
う
べ
き
で
あ

る
。
議
会
に
お
け
る
町

田中二三輝田中二三輝議員議員

長
の
答
弁
は
、
こ
れ
ら
の
懸
念
を
払
拭
し
、

新
た
な
係
を
設
置
す
る
こ
と
に
納
得
す
る

に
至
ら
な
か
っ
た
。
情
報
発
信
の
重
要
性
は

理
解
で
き
る
が
、
議
案
の
示
す
方
法
で
は
情

報
発
信
強
化
に
つ
な
が
ら
ず
、
目
的
達
成
は

考
え
に
く
い
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
反
対
と

し
ま
す
。

反対反対
討論討論

を
補
う
よ
う
な
形
で
多
く
の
仕
事
を
こ

な
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
情

報
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
発
信
で
き
る
よ

う
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。



町
外
か
ら
移
住
さ
れ
て
き
た
方
々

町
外
か
ら
移
住
さ
れ
て
き
た
方
々

に
、
本
町
の
魅
力
が
ど
こ
に
あ
る

に
、
本
町
の
魅
力
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
な
ぜ
移
住
し

の
か
、
な
ぜ
移
住
し

よ
う
と
思
わ
れ
た
の

よ
う
と
思
わ
れ
た
の

か
、
聞
き
取
り
調
査

か
、
聞
き
取
り
調
査

も
含
め
て
実
態
を
把

も
含
め
て
実
態
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る

握
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

の
で
は
。本

年
度
が
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
関
連
項
目
と
し
て
同
様
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、「
定
住
促
進
奨
励
金
制
度
が
あ
っ
た

の
で
鞍
手
町
に
移
住
し
た
。」
と
の
回
答

も
頂
い
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
鞍

手
町
が
よ
り
良
い
町
だ
と
い
う
こ
と
も

含
め
て
、
情
報
発
信
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
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　哲
哉議案番号 議案名

議案第 68 号
 専決処分の承認（鞍手町ひとり親家庭等医療費の支給に
 関する条例の一部を改正する条例）

－ ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 69 号  鞍手町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 70 号  鞍手町課室設置条例の一部を改正する条例 4 ● 3 9 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ● ●

議案第 71 号  鞍手町職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 72 号  鞍手町税条例の一部を改正する条例 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 73 号  鞍手町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 74 号  鞍手町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 75 号  鞍手町定住促進奨励金交付条例の一部を改正する条例 5 ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 76 号  鞍手町用品調達基金条例を廃止する条例 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 77 号  令和６年度鞍手町一般会計補正予算（第４号） － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 78 号  令和６年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 79 号  令和６年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正予算 （第２号） － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 80 号
 鞍手町工場等設置奨励に関する条例に基づく令和６年度
 固定資産税の課税免除

－ ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 81 号  地方独立行政法人くらて病院第４期中期目標 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 82 号  鞍手町町営葬斎場の指定管理者の指定 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 83 号  鞍手町衛生センターの指定管理者の指定 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 84 号  鞍手町一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 85 号
 鞍手町水道事業及び下水道事業企業職員の給与の種類及び
 基準に関する条例の一部を改正する条例付託委員会

－ ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 86 号  令和６年度鞍手町一般会計補正予算（第５号） － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 87 号  令和６年度鞍手町下水道事業会計補正予算（第１号） － ◎ 12 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鞍
手
町
定
住
促
進
奨
励
金
交

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例ＱＡ
原案
可決

議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う



掲載頁掲載頁 議員名議員名 質問項目質問項目

７P 田中　二三輝
（たなか　ふみき）

 ① 町長の就任時の挨拶と所信表明の実現と成果について ① 町長の就任時の挨拶と所信表明の実現と成果について
 ② 旅費の支出と成果について ② 旅費の支出と成果について

８P 石井　大輔
（いしい　だいすけ）

 ① 防火水槽について ① 防火水槽について
 ② 水害について ② 水害について
 ③中央公民館について ③中央公民館について
 ④ 現庁舎、くらじの郷の備品について ④ 現庁舎、くらじの郷の備品について

９P 野口　美恵子
（のぐち　みえこ）

 ① 不登校の児童生徒数は ① 不登校の児童生徒数は

10P 西藤　典子
（さいとう　のりこ）

 ①  ① 「令和６年度までに係長級以上の女性職員の割合を 25％にする」という目標について「令和６年度までに係長級以上の女性職員の割合を 25％にする」という目標について
 ② 来年度の自衛隊からの要請への対応について ② 来年度の自衛隊からの要請への対応について
 ③ 学校給食用地元食材の確保について ③ 学校給食用地元食材の確保について
 ④ 健康保険証新規発行停止に関連して ④ 健康保険証新規発行停止に関連して

11P 許斐　潤一郎
（このみ　じゅんいちろう）

 ① 手話言語条例制定後の町としての推進状況について ① 手話言語条例制定後の町としての推進状況について
 ② 手話、点字サークルの機材、教材保管場所について ② 手話、点字サークルの機材、教材保管場所について
 ③ 新庁舎での手話通訳の対応について ③ 新庁舎での手話通訳の対応について
 ④ 教育委員会として新たな取り組みは有るのか ④ 教育委員会として新たな取り組みは有るのか

12P 宇田川　亮
（うたがわ　あきら）

 ① 新庁舎及び中央公民館への移転について ① 新庁舎及び中央公民館への移転について
 ② 中学校及び武道館のエアコン設置について ② 中学校及び武道館のエアコン設置について

★令和３年３月よりタブレット端末を使用した議会を行っています。

一般質問
が う とこれから議員 問 今

知知りたいことりたいこと

望望むことむこと

令和６年 12 月議会では、 ６名の議員が一般質問を行いました。

一般質問は、 町長から提出された議案以外に、 行政全般について現状や方針を問うものです。 内容、 答弁は質問者

自身が要約し、 議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。 質問の全文は、 鞍手町ホームページや議会事

務局で会議録として閲覧できます。 尚、 会議録の調整により、 閲覧が遅れる場合がありますので、 ご了承ください。

Ｓustainable（持続可能な）

Ｄevelopment（開発）

Ｇoals（目標）

ご存
じ

です
か？SDGsSDGs
エス・ディー・ジーズ

議会だよりくらて № 149 Ι６



７Ι 議会だよりくらて № 149

一一 問問質質般般

町長の就任時の挨拶と所信表明の実現と
成果について自己評価は

田
中
二
三
輝
（
た
な
か 

ふ
み
き
）

「総体的には６５％から７０％弱です。」「総体的には６５％から７０％弱です。」
町長

議
員
　
町
長
の
就
任
時
の
挨
拶
並

び
に
所
信
表
明
で
町
の
姿
を
描
き

そ
の
取
り
組
み
を
語
ら
れ
た
。

そ
の
実
現
に
向
け
日
々
努
力
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
現
時
点
の

町
長
の
自
己
評
価
は
。

町
長
　
２
期
目
の
当
選
後
初
の
９

月
議
会
で
の
挨
拶
と
令
和
５
年
３

月
で
の
所
信
表
明
の
際
に
３
つ
の

目
標
と
し
て
23
施
策
を
掲
げ
、
実

現
で
き
た
施
策
と
着
手
し
て
い
る

施
策
、
ま
だ
着
手
で
き
て
い
な
い

施
策
等
が
あ
り
ま
す
。

私
と
し
て
は
65
％
か
ら
70
％
弱

く
ら
い
と
自
己
評
価
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

議
員
　
過
年
に
わ
た
っ
て
、
鞍
手

町
が
抱
え
る
多
く
の
問
題
も
掲
げ

て
い
る
が
、
最
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
項
目
は
。

町
長
　
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
西
川
は
県
事
業
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
六
田
川
に
つ
い
て
は
、

県
や
遠
賀
川
河
川
事
務
所
に
相
談

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
解
決

策
ま
た
は
事
業
の
方
針
等
に
は
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
誰
も
が
心
豊
か
で
幸
福
度
、

満
足
度
が
高
く
自
信
と
誇
り
の
持

て
る
町
と
は
、
ど
の
よ
う
な
町
な

の
か
。

町
長
　
表
現
と
し
て
は
分
か
り
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
鞍
手

町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
。
住
み
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
、

自
分
の
ふ
る
さ
と
は
鞍
手
町
だ
と

胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
な
町
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
子
ど
も
の
政
策
は
国
や
県

を
あ
げ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
欠
け
て
い
る

の
は
、
介
護
、
そ
し
て
老
後
の
問

題
、
買
物
に
も
行
け
な
い
よ
う
な

状
況
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
介

護
を
し
て
い
る
家
族
の
負
担
軽
減

に
繋
が
る
新
た
な
町
独
自
の
施
策

も
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

非
常
に
高
齢
化
率
の
高
い
町
で
あ

る
こ
と
は
い
な
め
な
い
事
実
、
今

後
の
努
力
に
期
待
し
た
い
が
。

町
長
　
鞍
手
町
は
高
齢
化
率
が
40

％
を
超
え
て
い
る
高
齢
の
町
で
も

あ
り
ま
す
。
家
族
が
い
る
方
で
も
、

な
か
な
か
そ
こ
に
寄
り
添
っ
て
も

ら
え
な
い
家
族
も
あ
れ
ば
、
独
居

の
高
齢
者
の
方
も
こ
れ
か
ら
増
え

て
く
る
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
す
。
国
も
い
ろ
い
ろ

と
施
策
を
打
っ
て
い
ま
す

が
、
高
齢
者
の
方
た
ち
に
、

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
施
策
が
出
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員
　
町
長
不
在
時
の
決
裁
は
。

総
務
課
長
　
町
長
の
出
張
等
は
、

あ
ら
か
じ
め
把
握
で
き
ま
す
の
で
、

事
前
に
町
長
決
裁
を
い
た
だ
く
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。
緊
急
な
決

裁
に
つ
い
て
は
、
町
長
に
確
認
を

取
り
、
副
町
長
に
決
裁
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
事
業
推
進
に
当
た
る
職
員

と
の
良
好
な
関
係
は
つ
く
れ
て
い

る
の
か
。

町
長
　
私
自
身
は
決
し
て
悪
い
関

係
で
は
な
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

議
員
　
今
年
度
、
国
に
対
す

る
陳
情
・
要
望
を
含
め
て
上

京
し
た
回
数
と
経
費
支
出
は
。

町
長
　
今
年
、
４
月
か
ら
11

月
末
ま
で
４
回
上
京
し
、
合

計
25
万
８
，
０
５
０
円
を
支

出
し
て
お
り
ま
す
。

旅
費
の
支
出
と
成
果
に

つ
い
て

田中二三輝議員田中二三輝議員
FUMIKI　TANAKA  ＃2

田中二三輝議員田中二三輝議員



一一 問問質質般般

剣南小学校の児童が令和７年２学期より中央体
育館を使用するが、アリーナ壁の劣化による安
全性については

議
員
　
防
火
水
槽
の
管
理
・
所

有
は
誰
が
行
っ
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
令
和
６
年

11
月
末
現
在
、
１
５
７
箇
所
あ
り
、

地
域
の
消
防
団
が
管
理
し
て
い
ま

す
。
漏
水
や
修
繕
が
必
要
な
場
合

は
町
が
費
用
負
担
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
防
火
水
槽
の
安
全
対
策

は
十
分
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
蓋
付
き
の

有
蓋
式
が
大
半
で
す
が
、
無
蓋
式

が
６
箇
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

フ
ェ
ン
ス
で
囲
み
安
全
性
を
確
保

し
て
い
ま
す
が
、
藻
の
発
生
や
土

砂
堆
積
な
ど
管
理
上
の
課
題
も
あ

り
ま
す
。

議
員
　
無
蓋
式
は
定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
。
低
い
フ
ェ

ン
ス
で
は
安
全
面
が
不
十
分
、
蓋

の
設
置
が
必
要
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
今
後
、
蓋

の
設
置
を
含
め
た
対
策
等
の
検
討

が
必
要
に
な
る
と
は
考
え
て
い
ま

す
。

議
員
　
11
月
初
め
の
大
雨
に
よ

る
被
害
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
中
本
町
地

区
で
床
下
浸
水
が
２
件
発
生
し
、

町
道
の
冠
水
で
３
箇
所
が
通
行
止

め
と
な
り
ま
し
た
。

産
業
振
興
課
長
　
農
地
の
冠
水

が
確
認
さ
れ
、
収
穫
期
の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
や
苗
を
植
え
た
ば
か
り
の

イ
チ
ゴ
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

議
員
　
床
下
浸
水
や
農
作
物
被

害
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
る
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
床
下
の
消

毒
は
健
康
こ
ど
も
課
が
対
応
し
ま

し
た
。

産
業
振
興
課
長
　
農
業
共
済
は

米
や
麦
が
対
象
で
、
野
菜
や
イ
チ

ゴ
は
補
償
対
象
外
で
す
。

議
員
　
六
田
橋
周
辺
の
冠
水
対

策
の
進
捗
状
況
は
。

町
長
　
六
田
川
流
域
で
調
整
池

や
田
ん
ぼ
・
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対

策
を
国
交
省
と
協
議
中
で
す
。
た

だ
し
、
用
地
取
得
の
難
航
や
地
下

水
位
の
影
響
で
計
画
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
新
た
な
対
策
案
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

議
員
　
田
ん
ぼ
を
遊
水
池
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
農
家

の
方
の
理
解
度
は
。

町
長
　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
直

接
農
家
の
方
と
話
を
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

石
井
大
輔
（
い
し
い 

だ
い
す
け
）

議
員
　
冠
水
が
町
内
で
多
発
し

て
い
る
た
め
、
調
整
池
の
設
置
が

効
果
的
と
考
え
る
。
田
ん
ぼ
の
遊

水
池
活
用
や
調
整
池
に
も
複
数
の

タ
イ
プ
が
あ
り
、
災
害
時
以
外
は

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
練
習
場
と
し
て
活
用
で
き

る
も
の
も
あ
り
、
鞍
手
町
の
遊
び

場
不
足
解
消
に
つ
な
が
る
調
整
池

も
あ
る
。
治
水
対
策
に
つ
い
て
町

長
の
決
意
を
尋
ね
る
。

町
長
　
２
期
目
の
中
で
も
重
要

な
課
題
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
ス
テ
ー
ジ
照
明
や
音
響

設
備
の
修
理
が
行
わ
れ
な
い
理
由

は
。

教
育
課
長
　
体
育
館
で
の
イ
ベ

ン
ト
が
少
な
く
、
現
状
で
支
障
が

な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
剣
南
小
学
校
の
児
童
が

令
和
７
年
２
学
期
よ
り
中
央
体
育

館
を
使
用
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
が
、
ア
リ
ー
ナ
壁
の
劣
化
に
よ

る
安
全
性
に
つ
い
て
は
。

教
育
課
長
　
破
損
部
分
に
つ
い

て
は
確
認
済
み
で
、
修
理
費
の
試

算
も
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

職
員
が
応
急
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。
修
繕
方
法
や
範
囲

は
執
行
部
と
協
議
の
上
、
予

算
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
剣
南
小
学
校
の
児

童
、
保
護
者
、
そ
し
て
教
職

員
の
皆
さ
ん
に
快
適
に
使
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
対
策

を
お
願
い
し
た
い
。

「修繕方法や範囲は執行部と協議の上、予算「修繕方法や範囲は執行部と協議の上、予算
確保に努めたいと考えています。」確保に努めたいと考えています。」

教育課長
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一一 問問質質般般

不登校の児童生徒数は

野
口
美
恵
子
（
の
ぐ
ち 

み
え
こ
）

「小中学生の不登校が32名、そして町の支援セ「小中学生の不登校が32名、そして町の支援セ
ンターに７名おります。」ンターに７名おります。」

教育長

議
員
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
数

に
つ
い
て
、
最
近
の
報
道
に
よ
る

と
、
２
０
２
３
年
度
は
34
万
人
を

超
え
過
去
最
多
と
な
っ
た
こ
と
が

文
部
科
学
省
の
問
題
行
動
動
向
調

査
で
判
明
し
た
。
そ
し
て
低
年
齢

化
が
進
ん
で
い
る
実
態
が
浮
か
ん

で
い
る
。
鞍
手
町
の
現
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
令
和
６
年
度
10
月
現

在
、
小
中
学
生
の
不
登
校
が
32
名
、

そ
し
て
町
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
７

名
お
り
ま
す
。

議
員
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
原

因
を
調
査
し
て
、
そ
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
一
番
多
い
の
は
小
中

学
生
と
も
に
無
気
力
・
不
安
定
が

約
50
％
を
占
め
て
お
り
、
次
が
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、
３
番
目
が
小

学
生
は
親
子
の
関
わ
り
、
中
学
生

は
友
人
関
係
等
々
多
岐
に
わ
た
っ

て
要
因
が
あ
り
ま
す
。

議
員
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
未
然

防
止
と
早
期
発
見
対
応
の
組
織
的

な
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い
て
教

育
指
導
員
を
２
名
雇
用
し
て
、
中

央
公
民
館
に
適
応
教
室
を
開
室
し

て
い
る
が
、
そ
の
体
制
は
。

教
育
長
　
中
央
公
民
館
に
あ
る

支
援
教
室
に
つ
い
て
は
、
月
曜
か

ら
金
曜
日
ま
で
午
前
中
開
設
し
て

お
り
、
要
望
に
よ
っ
て
午
後
、
保

護
者
と
面
談
や
教
育
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

議
員
　
在
宅
の
児
童
生
徒
の
対

応
は
。

教
育
長
　
そ
の
場
合
は
、
学
校
で

支
援
加
配
補
導
等
々
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
先
生
達
が
家
庭
訪
問
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
最
近
、
小
学
校
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
や
通
信
制
の
中
学
校
等

が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
所
に
通
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
の
把
握
も
で

き
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
小
学
校
の
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
中

学
校
に
は
校
内
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
け
て
お
り
、
中
央
公
民
館
の
支

援
セ
ン
タ
ー
に
行
か
な
く
て
も
、

中
学
校
の
中
で
支
援
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
保
健
室
登
校
の
児
童
生
徒

の
有
無
は
。

教
育
長
　
保
健
室
登
校
の
児
童

は
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
小
中
学
校
の
教
室
に
は

入
れ
ず
、
保
健
室
登
校
を
し
て
い

る
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
今
後
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
何
が
一
番
大
事
か
見
解
は
。

教
育
長
　
不
登
校
対
策
で
一
番

大
事
な
の
は
、
不
登
校
に
な
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
グ
レ
ー
ゾ

ー
ン
の
と
き
に
ど
れ
だ
け
力
を
入

れ
て
不
登
校
を
解
消
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
原
因
を
追

求
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
ど
う

し
た
ら
学
校
に
来
れ
る
よ
う
に
な

る
か
を
保
護
者
や
子
ど
も
達
と
相

談
し
な
が
ら
、
通
学
で
き
る
環
境

を
作
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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一一 問問質質般般

議
員
　
役
場
の
係
長
級
以
上
の

女
性
職
員
の
割
合
を
、
平
成
27
年

度
実
績
約
17
％
か
ら
８
％
引
き
上

げ
25
％
に
す
る
と
い
う
目
標
を
、

37
％
ま
で
高
く
実
現
さ
れ
、
非
常

に
う
れ
し
く
思
う
。
今
後
の
目
標

は
。

町
長
　
『
女
性
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
』
に
基
づ
き
策
定
し
た
現
行

の
鞍
手
町
特
定
事
業
主
行
動
計
画

は
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
経
営
計

画
期
間
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今

後
新
た
に
女
性
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
取
り

組
み
内
容
や
そ
の
目
標
値
を
設
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在

の
鞍
手
町
の
係
長
級
以
上
の
登
用

率
は
全
国
的
に
み
て
も
決
し
て
低

い
数
字
で
は
な
く
、
む
し
ろ
高
い

方
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

計
画
の
改
定
を
行
う
際
に
も
現
状

数
値
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
ま
た

少
し
で
も
多
く
の
係
長
級
以
上
の

女
性
職
員
を
登
用
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
今
後
さ
ら
に
女
性
職
員

の
割
合
を
増
や
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど
ん

な
課
題
の
解
決
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
か
。

町
長
　
課
題
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
出
産
・
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
が
可
能
な
職
場
の
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最

終
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
い
う

の
は
、
当
然
な
が
ら
男
性
女
性
の

区
別
な
く
適
材
適
所
で
登
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

議
員
　
地
元
食
材
の
使
用
に
よ

る
地
産
地
消
の
学
校
給
食
実
現
の

た
め
、
現
段
階
で
町
内
で
充
足
可

能
な
食
材
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　
野
菜
を
サ
ン
グ
リ
ー

ン
よ
り
購
入
し
て
お
り
、
12
月
は

キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
春
菊
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
卵
を
使
用
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
ほ
か
の
食
材
と
し
て
、

白
菜
、
な
す
、
キ
ュ
ウ
リ
を
使
用

し
て
お
り
ま
す
。
お
米
に
つ
い
て

は
、
委
託
事
業
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
鞍
手
町
の
お
米
を
使
う
こ

と
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た

西
藤
典
子
（
さ
い
と
う 

の
り
こ
）

大
量
の
食
材
を
供
給
い
た
だ
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
学
校

給
食
で
は
食
材
費
の
高
騰
・
不
作

に
関
わ
ら
ず
安
定
し
て
供
給
で
き

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

議
員
　
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
白

菜
等
は
現
段
階
で
も
町
内
で
１
，

１
０
０
食
分
の
調
達
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
か
。

教
育
長
　
野
菜
に
関
し
ま
し
て

は
、
調
達
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員
　
昨
年
９
月
議
会
の
答
弁

で
は
、
自
校
炊
飯
を
実
施
す
る
予

定
で
、
鞍
手
町
産
の
お
米
を
使

用
す
る
な
ど
、
地
場
食
材
の
使
用

も
可
能
に
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い

た
。
検
討
の
時
期
で
は
。

教
育
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
生
産

者
等
と
直
接
的
な
交
流
・
意
見
聴

取
に
つ
い
て
は
連
絡
調
整
で
き
る

シ
ス
テ
ム
は
構
築
で
き
て
お
り
ま

せ
ん
。
お
米
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

学
校
給
食
用
地
元
食
材

の
確
保
に
つ
い
て

係長級以上の女性職員の割合を25％に
する目標の達成状況は
「令和６年12月１日現在の係長級以上の女性職「令和６年12月１日現在の係長級以上の女性職
員の割合は37％となっております。」員の割合は37％となっております。」

町長

そ
の
他
、「
自
衛
隊
へ
の

個
人
情
報
の
提
供
」「
鞍

手
町
公
費
医
療
の
受
給
者

証
・
短
期
被
保
険
者
証
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
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一一 問問質質般般

手話言語条例制定後の啓発活動について

許
斐
潤
一
郎
（
こ
の
み 

じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）

「手話に対する理解の促進、手話の普及につきま「手話に対する理解の促進、手話の普及につきま
してもご意見をいただきながら進めていきたいしてもご意見をいただきながら進めていきたい
と考えています。」と考えています。」

議
員
　
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ

て
２
年
が
経
過
。
取
り
組
み
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

町
長
　
条
例
施
行
以
降
も
手
話

通
訳
に
関
す
る
事
業
、
養
成
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
条
例
の
説
明
に
お
い
て
、

町
の
責
務
や
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
施
策
推
進
と
あ
る
が
、
新
た
な

取
り
組
み
は
何
処
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
。

町
長
　
今
年
度
か
ら
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
災
害
時
に
避
難

所
等
で
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

る
よ
う
に
、
災
害
時
支
援
ボ
ー
ド

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
小
竹
町
で
は
町
長
と
聾

唖
（
ろ
う
あ
）
者
、
支
援
者
と
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
町
長
自
身
も

手
話
講
座
へ
通
わ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
鞍
手
町
の
啓
発
活
動
へ
の

取
り
組
み
は
。

町
長
　
手
話
が
言
語
で
あ
る
と

の
理
解
を
深
め
る
チ
ラ
シ
や
災
害

時
支
援
ボ
ー
ド
の
作
成
等
、
今
後

も
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
、

手
話
の
普
及
に
つ
き
ま
し
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
啓
発
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
前
回
、
質
問
時
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
１
市
２
町
で
作
成
・

配
布
と
あ
っ
た
が
、
実
施
で
き
た

の
か
。

福
祉
人
権
課
長
　
１
市
２
町
で

作
成
す
る
方
向
で
予
算
規
模
、
掲

載
内
容
の
協
議
を
重
ね
ま
し
た

が
、
足
並
み
が
揃
わ
ず
作
成
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
令
和
６
年
度
に

町
独
自
で
作
成
す
る
方
向
で
予
算

計
上
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
今
後
、
町
広
報
誌
へ
簡

単
な
手
話
単
語
な
ど
の
掲
載
は
可

能
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
今
回
、
同

相
談
を
担
当
か
ら
も
受
け
て
い
ま

す
。
他
の
記
事
と
も
調
整
し
た
上

で
定
期
的
に
掲
載
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
く
ら
じ
の
郷
の
閉
館
に

伴
い
、
手
話
活
動
の
機
材
や
教
材

の
保
管
場
所
の
確
保
が
難
し
い
と

聞
い
た
が
。

福
祉
人
権
課
長
　
機
材
等
の
保

管
場
所
は
確
保
で
き
て
い
ま
す
が

他
と
の
調
整
も
あ
り
、
し
ば
ら
く

お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
新
庁
舎
に
お
け
る
手
話

通
訳
に
つ
い
て
、
玄
関
の
総
合
受

付
に
手
話
通
訳
者
設
置
は
行
わ
れ

る
の
か
。

町
長
　
現
段
階
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
対

応
は
各
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
案
内

が
あ
り
、
対
応
職
員
も
数
名
い
る

の
で
対
応
は
可
能
で
す
。

議
員
　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

の
１
年
間
新
た
な
取
り
組
み
は
行

わ
れ
て
き
た
か
。

教
育
長
　
通
訳
に
つ
い
て
は
、

以
前
よ
り
人
権
教
育
学
級
、
同
和

問
題
等
の
講
演
で
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
少

年
の
主
張
や
二
十
歳
の
集
い
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
く
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。

議
員
　
今
後
、
町
内
に
お
け
る

あ
ら
ゆ
る
障
が
い
が
あ
る
方
へ

『
理
解
で
き
る
』
の
で
は
な
く
、

町
内
で
仕
事
や
生
活
を
し
て

い
る
人
が
普
通
に
『
支
援
で

き
る
』
行
動
を
行
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
住

み
よ
い
町
は
思
い
や
り
と
繋

が
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
考
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

町長
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一一 問問質質般般

移転に伴い、団体・サークルが納得され
た上での活動開始を

議
員
　
新
庁
舎
及
び
中
央
公
民

館
へ
の
移
転
作
業
の
進
捗
状
況

は
。

管
財
課
長
　
新
庁
舎
の
引
渡
し

後
、
新
規
購
入
什
器
類
の
搬
入
を

開
始
し
た
ほ
か
、
11
月
18
日
に
社

会
福
祉
協
議
会
及
び
福
祉
３
団
体

を
含
め
た
職
員
向
け
の
移
転
作
業

説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
基

本
的
に
は
１
月
５
日
ま
で
に
搬
出

入
作
業
を
終
わ
ら
せ
ま
す
。
公
民

館
関
係
も
同
様
に
、
年
末
に
移
動

し
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
及
び
教

育
課
の
一
部
が
役
場
に
移
動
す
る

の
で
、
一
部
の
荷
物
は
そ
の
後
に

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

議
員
　
中
央
公
民
館
の
大
規
模

改
修
を
行
う
前
に
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
入
っ
て
い
る
団
体
や
サ
ー
ク

ル
の
方
が
納
得
の
上
で
の
改
修
を

行
う
と
町
も
約
束
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
引
越
作
業
を
行
う
中
で
、

思
い
と
違
う
部
分
も
出
て
く
る
と

思
う
が
、
町
の
都
合
で
移
動
さ
れ

る
の
で
、
再
度
納
得
さ
れ
た
上
で

の
業
務
な
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を

開
始
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

管
財
課
長
　
事
前
に
関
係
団
体

の
方
と
協
議
し
、
荷
物
等
の
場
所

の
確
保
等
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
基
本
的
に
は
問
題
が
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
引
っ
越
し
の

際
出
て
く
る
問
題
に
つ
い
て
は
、

対
応
を
な
る
べ
く
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
課
長
　
団
体
等
に
迷
惑
を

か
け
な
い
形
で
真
摯
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
移
転
終
了
後
に
残
っ
た

備
品
等
の
処
分
は
。

管
財
課
長
　
ま
ず
は
公
共
的
な

団
体
に
優
先
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
他
町
民
向
け
に
は
バ

ザ
ー
の
よ
う
な
方
法
で
の
処
分
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
残

っ
た
備
品
に
つ
い
て
は
解
体
費
用

に
充
当
し
ま
す
。

宇
田
川
亮
（
う
た
が
わ 

あ
き
ら
）

議
員
　
鞍
手
中
学
校
体
育
館
と

同
時
に
武
道
場
に
も
エ
ア
コ
ン
設

置
を
。

教
育
長
　
教
育
環
境
を
整
え
る

と
い
う
観
点
と
避
難
所
機
能
の
強

化
と
い
う
両
面
か
ら
、
新
し
い
交

付
金
を
活
用
し
た
空
調
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
、
町
執
行
部
と
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

町
長
　
体
育
館
と
一
体
と
し
た

も
の
と
し
て
有
利
な
交
付
金
な
り

を
使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
何
と

か
設
置
も
可
能
か
な
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員
　
町
立
の
武
道
場
は
、
窓

も
開
け
づ
ら
い
し
、
エ
ア
コ
ン
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

体
育
施
設
に
は
最
低
限
エ
ア

コ
ン
は
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

せ
め
て
現
庁
舎
で
使
用
し
な

く
な
る
置
き
型
の
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
今
後
、
町
全
体
の

設
置
に
つ
い
て
、
町
執
行
部

と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

「迷惑をかけないよう真摯に対応していきた「迷惑をかけないよう真摯に対応していきた
いと考えています。」いと考えています。」

鞍
手
中
学
校
及
び
町
立

武
道
場
に
エ
ア
コ
ン
設

置
を

教育課長
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令和６年10月３日　第５回鞍手町議会臨時会

ＧＳＧ議 案 質 議

今回の議案を
厳しく
チェック

鞍
手
町
重
度
障
が
い
者
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

原案
可決ＱＡ

今
回
の
条
例
の
主
な
改
正
内
容

今
回
の
条
例
の
主
な
改
正
内
容

は
。
は
。

令
和
６
年
10
月
１
日
よ
り
児
童
手

当
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
児
童

手
当
の
受
給
要
件
で
あ
る
所
得
制
限
が
撤

廃
さ
れ
た
こ
と
が
主
な
改
正
内
容
で
す
。

鞍
手
町
立
小
学
校
統
合
整
備
事

業
設
計
・
施
工
請
負
契
約
の
締

結

原案
可決

ＱＡ
今
回
の
契
約
は
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

今
回
の
契
約
は
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

ド
方
式
と
な
り
、

ド
方
式
と
な
り
、
7070
億
円
を
超

億
円
を
超

え
る
予
算
と
な
る
が
、
町
内
業
者
は
参

え
る
予
算
と
な
る
が
、
町
内
業
者
は
参

画
で
き
る
の
か
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
要

画
で
き
る
の
か
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
要

望
等
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か
。

望
等
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か
。

受
注
者
に
対
し
、
町
内
業
者
の
参

画
に
つ
い
て
お
願
い
は
し
て
い
き

ま
す
が
、
建
設
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、

建
築
資
材
等
に
つ
い
て
も
、
地
元
事
業
者

に
少
し
で
も
発
注
で
き
る
よ
う
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
鞍
手
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

衆議院の解散に伴う総選挙及び最高裁判所裁判官国民審

査が令和６年 10 月 15 日公示、同月 27 日投開票の日程

で行われます。今回、その関係経費について 10 月１日

付で専決処分を行ったため、議会の承認を得るものです。

　 ◇補正額　　９２４万４千円
　 ◇補正後予算総額　　１３１億７，４５８万６千円
　 《歳出》　・正規職員人件費　　 　　６７万５千円
　 　　　　・衆議院議員総選挙及び最高裁判所
　　　　　　 裁判官国民審査費　　 ８５６万９千円
　 《歳入》　・県支出金衆議院議員総選挙費委託金
　 　　　　　　　　　　　　　　　 ９２４万４千円

原案
可決
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　　　　　可決 ( 採択 ) された議案　　　　　可決 ( 採択 ) された議案議 案 の 審 議 結 果議 案 の 審 議 結 果

　【表示記号】
　議決結果：◎ … 可決　　● … 否決、不採択　　欠 … 欠席
　賛否状況：〇 … 賛成　　● … 反対　　除 … 除斥

掲
載
ペ
ー
ジ

議
決
結
果

賛

成

反

対

議員名

許
斐

　英
幸

田
中
二
三
輝

星 

　正 

彦

宇
田
川

　亮

野
口
美
恵
子

新
谷

　留
晴

石
井

　大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働

　徳
仁

栗
田

　美
和

西
藤

　典
子

篠
原

　哲
哉議案番号 議案名

議案第 65 号
 鞍手町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を
 改正する条例

13 ◎ 11 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

議案第 66 号  鞍手町立小学校統合整備事業設計・施工請負契約の締結 13 ◎ 10 １ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 欠

議案第 67 号  令和６年度鞍手町一般会計補正予算（第３号） 13 ◎ 11 ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う
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　令和６年 12 月議会、12 月 9 日の一般質問では、最初と最後の質

問者となられた 2 人のベテラン議員が「この議場での最後の一般質

問」と、感慨深げに前置きして質問に移られた。歴史は移る。

令和７年 1 月の臨時議会から、舞台は新庁舎 3 階の新議事堂へと

移り、新たな歴史が始まる。先輩たちが築いてこられた鞍手町議会

の歴史をしっかりと受け継ぎ、議員一同信頼される議会を目指し、

活動していきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　【 西藤典子 】

発行責任者：的野信之

編集スタッフ

委員長：西藤典子　　　副委員長：野口美恵子

委員：許斐英幸、新谷留晴、許斐潤一郎、石井大輔

１

２ ３ ４ ５
開会日

６ ７ ８

９ 10
議案質疑

11
民生産業

12
総務文教

13
予算特別

14
予備日

15

16 17
一般質問

18
一般質問

19
閉会日

20 21 22

３３ MarchMarch 20252025
10 時開会 ( 一般質問  13 時から )

（進行状況により変更となる場合があります）
Don't miss the next episode!

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
本

町
議
会
及
び
町
政
に
対
す
る
格
段
の

ご
理
解
と
活
動
へ
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
に
対
し
、
議
員
一
同
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
七
年
は
本
町
に
お
い

て
、
新
庁
舎
が
開
庁
し
、
町
政
七
十

周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
新
た
な

鞍
手
町
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
く
重
要
な
時
期
で
す
。
ま
た
今
年

の
干
支
で
あ
る
「
巳
年
」
は
、
「
巳
」

を
「
実
」
に
か
け
て
、
「
実
を
結
ぶ
」

年
と
も
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
旧
庁
舎
時

代
よ
り
受
け
継
が
れ
た
『
歴
史
』
が

実
を
結
び
、
皆
さ
ま
の
意
見
や
提
案

を
町
政
へ
よ
り
反
映
で
き
る
よ
う
、

執
行
機
関
と
共
に
研
鑽
し
合
い
、
協

議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

　
　

鞍
手
町
議
会

鞍
手
町
議
会  

議
長
議
長

　
　
　
的
野

　
　
　
的
野  
信
之
信
之

感謝の意を込め、最後に旧議事堂より撮影しています。


